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事業計画書 

事業名 倉敷市地域防災活性化推進事業 

団体名 くらしき防災士の会 

 

◆ 記入する項目の関係図 

次の図は，この事業計画書の各項目の関係を示したものです。以下，この図を意識しながら，

各項目に記入する内容を検討してください。 

 

1 目指す姿 

事業を通じて目指す姿や，事業を実施する目的はどのようなものですか。「地域や社会，人の

どんな問題を解決し，どのような状態にしたいのか」を具体的に記入してください。 
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 市民企画提案事業として倉敷市民の防災力向上に 2 年間取り組んできて感じたことは、

地域として防災への取り組みが大事だという意識は全体的に高まってはいるものの、積極

的に防災活動に取り組んでいる地域もあれば、地域の一部住民だけが危機感を持っていて

地域全体での活動ができていない、あるいは災害リスクを理解していないなどで防災活動

が不要であると認識しているなど、地域により温度差があり、それはそれぞれの地域ごと

の特色や課題があるという点である。 

 その解決には、防災活動は災害対処だけでなく、地域コミュニティの継続や活性化など、

いわゆるまちづくりが根本的な目的であることを理解してもらうことが大事だと考えてお

り、防災だけに焦点を当てた活動ではなく、まちづくりの 1 つが防災活動であるという視

点から、地域コミュニティの活性化と子供やお年寄りなどに対する互助の体制づくりも含

めた防災活動を提案し取り組んでいきたい。 

 そのためにも、一般論としての防災ではなく、それぞれの地域に寄り添った活動を実施

し、ともに問題に取り組み、具体的な実施例を成果として挙げ、他地域の道標となるよう

なモデル例をいくつか提示できるような取り組みとしたい。 

 また、防災活動は持続的な取り組みが重要であり、それぞれの地域で無理のない計画で

の防災活動を支援するとともに、我々くらしき防災士の会としても、市民企画提案事業の

終了後も地域と行政に対する継続的な協力支援ができるよう、持続可能な活動となるよう

な支援の仕組みや体制づくり、収支の計画などに取り組む 1 年としたいと考えている。 
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現状 

2 上記１の目指す姿と比べて，現在はどのような状況にありますか。 

 

3 目指す姿と現状の隔たりの要因 

上記 1と 2の隔たりを生み出している主な原因はどのようなものと考えますか。 

 

4 計画の概要と対象者（令和５年度） 

上記 3 で挙げた要因を取り除くため，どのような人を対象に，どのような活動を実施します

か。150字以内で簡潔にまとめてください（計画の詳細は下記７に記入してください）。 

  

 現在進行中の事業において、研修会の参加者は防災意識の高い人の集まりとなっており、

各地域や市民全体の防災活動への支援は研修会参加者など限定的な範囲となっている。そ

のため、アプローチの方向を工夫する必要があると考えている。 

 地域においては、コミュニティ活動が活発なところは防災活動も活発であり、そうでな

いところが停滞していると思われる。その中で、研修会参加のリーダーが地域防災をしよ

うにも地域での立場や役割などで防災活動をなかなか推進しづらい雰囲気があるという声

も聞く。つまり、防災士にリーダーの役回りを任せても地域のリーダーでなければ地域を

動かしづらいという状況であり、研修会での成果が個人の能力向上にとどまっているケー

スが多いと感じられる。 

研修会については特に関心の高い「個別避難計画」と「地区防災計画」については実施

する。 

また、防災モデル地区となる地域を公募し、地域住民を対象とした防災活動支援、課題

解決に向けた支援を行う。 

また、自主防災組織などの防災関係者だけでなく、多様なグループに対して防災啓発を

していく活動に取り組む。 
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◆ アウトプット（直接の結果）とアウトカム（成果）について 

◆ アウトプットとアウトカムの例 

事業名 活動 アウトプット アウトカム 

学習支援事業 学習会の開催 月 4回，各回 20名参加 参加者の学習意欲の向上 

就労支援事業 冊子作成・配布 1千冊作成，800人に配布 就労に必要な知識の習得 

保護者支援事業 居場所の運営 週 2回，各回 15名参加 育児の負担感の緩和 

移動支援事業 高齢者の送迎 週 2回，各回 5名利用 移動手段の選択肢の増加 

 

5 アウトプット（直接の結果） 

令和５年度の事業を通じて，どれだけの人に対し，どのようなサービスを提供しますか。 

アウトプットを測る指標と数値目標を記入してください。 

指標 現状の数値 事業実施後の数値目標 

自主防災組織の設立啓発活動 

 

地区防災計画の作成支援およ

び個別避難計画の作成支援 

 

地域での防災活動支援 

 

設立支援 1回 

 

研修会 2回 

 

 

3以上の地域

での実施 

自主防災組織の無い 1以上の地域と課題に

ついて考える 

研修会をそれぞれ 1回ずつ計 2回実施 

および 2地域以上での作成支援や説明会を

実施 

防災マップ作りや防災訓練支援など、3 以

上の地域や団体、グループで実施 

アウトプットとは 事業の直接の結果であり，事業を通じて，どれだけの人に対し，ど

のようなサービスが提供されたかをいいます。 

アウトカムとは   事業の成果であり，アウトプットが地域や社会，人にもたらす変化

や効果をいいます。事業はこのアウトカムを生み出せるように計画

します。 

アウトプットとアウトカムの関係 

事業を実施すると，まず，○○○というアウトプットが生じ，次にその成果として，△

△△というアウトカムが生じる関係にあります。 

事業実施→アウトプット→アウトカム 

自主防災組織の新規立ち上げ支援とそれに係る活動 

地区防災計画の策定支援および個別避難計画の作成支援とそれに係る活動 

地域での防災活動支援 
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事業実施後の数値目標は，どのような方法で測りますか。 

 

6 アウトカム（成果） 

上記 5 のアウトプットが，令和５年度中に，地域や社会，人にもたらす変化や効果はどのよ

うなものですか。 

 

  

自主防災組織の設立相談数は、自主防災組織設立に向けての相談を受けた場合もしくは

当方からの設立の提案を行い、実際に設立に向けた検討を行った地域の数を採用する。倉

敷市へ相談のあった地域についても積極的に伴走支援を行う。 

地区防災計画の作成支援および個別避難計画の作成支援は、研修会の実施回数と、個別

の地域で行った作成支援や研修会の開催数を集計する。 

地域での防災活動支援は、講演会や研修会を実施した回数と受講した人数を集計する。 

 自分たちの地域は自分たちで守る、という意識を確認し、そのためには防災だけでなく

日頃のコミュニティ活動が重要であることが理解され、次年度以降も自分たちで継続的に

防災活動や地域の活動が実施されていくことが期待される。 

 また、当会の継続的な活動支援は会員の能力向上につながるだけでなく、地域コミュニ

ティ関係者および防災関係者の人的交流の側面もあり、災害時などでの協力連携につなが

ることが期待できる。 
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7 計画の詳細 

（１） 具体的な内容 

１，自主防災組織の新規立ち上げ支援とそれに係る活動 

自主防災組織が結成されていないところは、結成のための支援を行う。 

具体的には、過去の設立事例や既存の自主防災組織の活動事例などを紹介し、組織の

編成、活動内容の説明、持続可能な活動のあり方などについてアドバイスを行う。 

その活動に必要な資料の作成、講演会の実施を行う。 

また、設立できていない地域からの相談を受け付け、解決に向けての方法を考える。 

なお、くらしき防災士の会としては直接地域コミュニティに働きかけをすることが難

しいので、担当部署である防災推進課と協力しながら、市の関係部署との連携をお願

いしながら進めていきたい。 

 

２，地区防災計画の策定支援および個別避難計画の作成支援とそれに係る活動 

令和 5 年度で実施した研修会を同様に実施する。そのうえで、内容は講演だけでなく

より具体的で実践的な内容とし、医療、福祉、民生委員など様々な関係者が参加する

形の研修とする。 

 

３，地域での防災活動支援 

年度の早い段階でモデル地区を募集あるいは選定し、本事業による支援で活動を強力

に後押ししながら経過や成果を実績として記録し、計画が作成できた場合にはモデル

ケースとして他地区に展開できるような資料を作成する活動を行う。 

また、地区防災計画の策定や個別避難計画の作成についても支援を行う。それぞれの

計画作成に対し、マニュアルは提示するが、あくまで自分たちで自主的に作成した計

画となるような支援の方向としたい。 
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（2）スケジュール（準備～実施～報告） 

4～6月 

 

 

 

5月以降 

 

 

 

 

5～3月 

 

3月 

 

活動について関係部署と調整 

防災活動リーダー育成研修会の計画、準備、受付 

地区防災計画モデル地区募集 

 

市民向け講演会・研修会などの実施（依頼があり次第随時） 

自主防災組織設立支援の活動（依頼があり次第随時） 

自主防災組織の活動支援（依頼があり次第随時） 

地区防災計画、個別避難計画の作成支援（依頼があり次第随時） 

 

地区防災計画、個別避難計画の研修会の実施（それぞれ 1回ずつ実施） 

 

活動のまとめ、報告実施 

 

 

 

（３）実施体制 

上記(1)の計画を実施するにあたり，実際に取り組む団体会員を記入してください。また，人

件費を支払う予定の団体会員には，人件費欄に「有」を記入してください。 

氏名 事業に有効な資格や経験 人件費 

諏訪 幸子 防災士 有 

木村 健太郎 防災士 有 

玉井 良幸 防災士 有 

信国 泰範 防災士 有 

小松原 精太 防災士 有 

三宅 幹雄 防災士 有 

秋岡 志郎 防災士 有 

和田 一夫 防災士 有 

城内 豊司 防災士 有 

森宗 元己 防災士 有 

10名を超える場合は，外○○名としてください⇒ 外（54）名 
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8 受益者負担 ※事業の財源確保のため，可能な限り参加費や受講料などを徴収してください。 

（1）徴収する（見込み：                                       ） 

（2）徴収しない（理由：一般的な防災イベントでは参加費を徴収していないため  ） 

 

ただし、事業費に計上出来ないものや予算外の経費を徴収する場合はある。（すべて無料で

のみ運営するということではない。） 
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 収支予算書 

1 収入の部  

科目 内訳 金額(円)※2 積算根拠 

受益者負担    

会費からの繰入  80,000  

その他    

市補助金  500,000 市民企画提案事業費 

収入合計  580,000 （支出合計と一致） 

2 支出の部  

科目 内訳 金額(円)※2 積算根拠 

人件費（会員）※1  50,000 要項の人件費計算方法に従う 

交通費（会員）※1  0  

人件費（ｱﾙﾊﾞｲﾄ等）  0  

謝金（講師等）  40,000 2万円×2回 

旅費交通費（講師等）  80,000 交通費 3万宿泊費 1万を、2回 

消耗品費  200,000 用紙、インク代、防災研修用グッズ作成

など 

印刷製本費  70,000 研修会チラシ等 

通信運搬費  10,000 書類郵送料、返信用切手代等 

保険料  0  

使用料・賃借料  30,000 会場使用料、機材レンタル料 

外注費・委託費  100,000 防災資料の作成等 

対象経費計  580,000  

食糧費  0  

人件費  0  

その他  0  

対象外経費計  0  

支出合計  580,000 （収入合計と一致） 

※1：会員に支払う人件費交通費は，協働事業部門のみ計上でき，その合算額は対象経費計の１割を上限とする。 

※2：金額欄は切り上げて千円単位で記入する。 
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組織運営体制 

団体名 くらしき防災士の会 

ふりがな くらしきぼうさいしのかい 

法人格（○をつけて

ください） 

任意団体・NPO法人・一般財団法人・一般社団法人・公益社団法人 

公益財団法人・社会福祉法人・協同組合・その他（          ） 

CANPAN 登録の有無 有  ・  無 

※CANPAN:日本財団及び特定非営利法人 CANPANセンターが運営する，市民・NPO・企業などの活動を支援する WEBサイト 

※以下の項目は， CANPANに登録する情報と同等の内容です。登録済みの場合は，そちらを参照すると便利です。 

※新規チャレンジコースに申し込む団体は，情報のある項目のみ記入してください。 

 

１ 組織体制 

任意団体活動開始年月 2014 年  8 月（西暦） 

法人格取得年月 年    月（西暦） 未取得 

事務所 所在地  

代
表
者 

職・氏名 会長 諏訪 幸子 

電話番号   

ウェブサイト URL http://   （なし） 

活動地域 倉敷市内全域 

役員数・職員数計   64（役員 15 名，職員 49） ※職員ではなく会員 

設立年月 2014 年 8 月 

活動分野 

（該当に○をする） 

（複数回答可） 

子ども・青少年・障がい者・高齢者・在日外国人・留学生・福祉・保健・医療・ 

教育・学習支援・地域・まちづくり・文化・芸術の振興・スポーツの振興・ 

環境・エコロジー・災害救援・地域安全・人権・平和・国際協力・国際交流・ 

男女共同参画・IT の推進・科学技術の振興・経済活動の活性化・起業支援・ 

就労支援・労働問題・消費者保護・市民活動団体の支援・観光・農山漁村・中山間・

助成活動・食・産業、漁業、林業・行政監視・情報公開・行政への改策提言・ 

学術研究・その他（               ） 

活動目的 

（規約等に定めるもの） 

倉敷各地域に於いて発生が予想される自然災害から地域住民を守るた

め防災・減災に関する情報・手段について、各種団体と連携を取りなが

ら被災者支援活動を推進する。 

また、倉敷市が開催する防災活動に積極的に参加・協力して住民が安全

で安心に生活が出来る町づくりに寄与・貢献するとともに倉敷市防災士

の相互親睦・交流を図るものとする。 
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設立以来の主な 

活動実績 

年間３回以上の防災関連研修会を実施。 

会員による、各地域での防災講演活動を実施。 

平成 30 年 7 月豪雨において岡田小学校での避難所運営支援。 

現在特に力を入れて

いること 

会員の防災力を向上させ、市民の防災力も向上させる。 

自主防災組織の活動支援。 

 

 

２ 団体概要と財政状況 

団体の活動・業務 

 （事業活動の概要） 

研修会：全会員を対象に年 3 回を目標に実施。内容は講習会、セミナ

ー、視察など。 

自主防災組織の設立支援：まだ自主防災組織のない地域に対し、設立

を支援。 

自主防災組織での活動支援：設立後の自主防災組織における、防災啓

発活動や各種訓練の支援。 

今後の活動の方向性 

現在は会員と会員の住んでいる地域を中心とした活動をしているが、

今後は倉敷市内全域、全市民を対象に活動を広げていきたい。 

 

最新決算総額 

（該当に○をする） 

100 万円未満・100～500 万円未満・500～1,000 万円未満・1,000～5,000 万円未

満・5,000～1 億円未満・1～5 億円未満・5 億円以上 

定期刊行物 防災士だより（年３回程度、会員および関係者向け） 

 

３ 活動概要と協働実績 

助成金・補助金等の

支援を受けた実績 

サン基金（2016，2017，2019，2021，2022） 

他 NPO・市民活動団

体との協働実績 

なし ※情報交換や連携をしている団体はあり。 

企業・団体との協働

実績 

なし 

行政との協働実績(委

託事業など) 

令和 5度倉敷市市民企画提案事業 採択 

 


